

















ネを装着した．口腔関連 QOLは general oral health assessment index（GOHAI），疼痛は visual analogue 
scale（VAS）および疼痛部位に関するアンケートを行うことで評価した．GOHAI は各下位尺度（機能面，
心理社会面，疼痛不快）についての検討も行った． 
その結果，GOHAI は術後 3 日目に FGG群で有意な低下がみられた．各下位尺度については， FGG 群で機能
面および心理社会面に関して，AF 群に対し有意に低かった．一方，VASは FGG，AF群ともに，術後 3 日目
に有意な上昇がみられた．また FGG 群における疼痛は，開放創となる供給側ではなく，受容側に起因して









 明海大学大学院歯学研究科歯学専攻 中島 明敏に対する最終試験は，2020年 12月 28日，主査 申 基
喆教授，副査 藤澤 政紀教授，星野 倫範教授，村本 和世教授の 4名により行われた．主論文の内容に関
する種々の事項について口頭試問を実施し，合格と認めた．また，中島 明敏の語学試験は，大学院入学
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